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１ 検討会概要 

日時  ：令和5年3月7日 （火） 

開催方法：書面開催 

出席者 ：学識者 9名 
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２ 検討内容 

（１） 議事 

十和田火山噴火緊急減災対策砂防計画（素案）の提示 

 

 

（２） 今後の予定について 

次年度は、第6回検討会を8月頃開催予定 
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３．計画で対象とする主な土砂移動現象
降灰後土石流、融雪型火山泥流を主な対象現象とします。
降灰後土石流は緊急ハード・ソフト対策で、融雪型火山泥流は緊急ソフト対策
で対応する計画です。

１．十和田火山噴火緊急減災対策砂防計画

対象渓流：降灰10cmの範囲にある土石流危険渓流
（３県あわせて６７１渓流）

融雪型火山泥流
噴火に伴う高温の噴出物が、積雪を急速

にとかし、それによって発生した大量の水
が周辺の土砂をまき込みながら流下する現
象です。

降灰後土石流
火山灰等が堆積した山腹斜面への降雨に伴い

発生する現象です。少量の降雨でも起こり、噴
火終了後も数年間程度、継続して発生すると想
定されます。

三宅島2000年噴火後に発生した土石流
（撮影：アジア航測(株)） 想定火砕流：平安噴火時のOYU-2b火砕流実績

を参考に、浅瀬石川、奥入瀬川、五戸川、馬淵
川、大湯川、小坂川へ各々流下する場合で検討

本計画は、青森県・秋田県・岩手県が
国の「火山噴火緊急減災対策砂防計画策
定ガイドライン」(試行案,令和4年3月）
に則り、十和田火山の噴火に伴い発生す
る土砂災害に対して、ハード対策とソフ
ト対策からなる緊急対策を迅速かつ効果
的に実施し、被害をできる限り軽減（減
災）することで、安心で安全な地域づく
りに寄与するために策定するものです。

南西側上空より見る八甲田山（撮影：平成30年9月19日 朝日航洋株式会社）

２．計画で対象とする噴火規模

十和田火山の最新の噴火である
西暦915年の平安噴火は、火砕流
が約20㎞も流下する等、有史日本
における最大級の噴火でした。
本計画では、こうした過去の噴

火活動を踏まえ、計画噴火規模を
設定しました。
計画噴火規模の火砕流・火砕サージ、降下火砕物影響範囲図

出典：十和田火山災害想定影響範囲図（十和田火山防災協議会）

1926 年十勝岳噴火に伴った融雪型火山泥流の跡
（出典：上富良野町郷土館大正15年十勝岳大爆発記録写真集、1980）

火山噴火緊急減災対策砂防の主な内容



４．緊急ハード対策

５．緊急ソフト対策

６．今後のスケジュール

十和田における緊急ソフト対策のイメージ

 緊急ソフト対策は、土砂災害に
対する避難対策の支援を目的と
して、緊急時に実施する調査に
よる情報収集、監視・観測機器
の緊急的な整備、関係機関へ情
報伝達するための通信設備の整
備等を実施します。

 土砂移動検知センサ、ドローン
利用等による土砂移動状況把握
体制の構築を目指します。

 火口周辺の積雪状況から、泥流
発生規模を推定し、下流の関係
機関へ情報提供することで警
戒・避難対応を支援します。

 緊急ハード対策は、人命を守るこ
とを最優先とし、要配慮者利用施
設及び人家、避難路等の保全を目
的とします。

 降灰後土石流を対象として、 被害
軽減のために土砂捕捉や流向制御
等の施工を可能な限り実施します。

 地形や保全対象状況に応じて、仮
設堰堤工、導流堤工等を設置して
土砂移動の影響軽減を目指します。
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十和田における緊急ハード対策のイメージ

(H23霧島山新燃岳)
出典：国土交通省

九州地方整備局HP

導流堤工のイメージ

仮設堰堤工のイメージ

(H26御嶽山)
出典：国土交通省中部地方整備局
「御嶽山噴火への対応」より抜粋

 融雪型火山泥流の発生方向の予測、流下状況の把握のための監視カメラを緊急
的に整備します。

【事務局】青森県河川砂防課・秋田県河川砂防課・岩手県砂防災害課（令和5年3月）

 令和5年度も、引き続き十和田火山噴火緊急減災対策砂防計画検討会（座
長：弘前大学 檜垣 大助 名誉教授）を開催のうえ、平常時からの準備事項等
を検討します。

 令和5年12月を目途に十和田火山噴火緊急減災対策砂防計画を策定・公表す
ることとしています。

模式図

泥流の発生方向予測のための適切な監視カメラ配備位置の解析


